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[II-P02-2-09] 肺高血圧症に対する肺移植後のパラメーター変化
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肺高血圧患者に対する肺移植は、内科的治療を行っても改善しない重症例の最終治療として

の位置付けとなっている。近年、小児脳死臓器移植数の増加から小児重症肺高血圧患者への

肺移植も徐々に増加してきている。今回、当院で肺移植を施行した小児肺高血圧患者の中で

移植前後に当院で心臓カテーテル検査を行った患者 6名、合計7回の肺移植前後の検査デー
タ変化を評価した。患者は、男児2名、女児4名。平均肺移植時年齢は127ヶ月であった。移
植術式は、生体右片肺移植と生体両側肺移植が各1回、残り5回の移植は全て脳死両側肺移植
であった。移植前後で右室の心係数（Qp index）、平均肺動脈圧（mean PAp）、肺血管抵
抗（Rp）中心静脈圧（CVP）、右室拡張末期圧（RVEDp）、肺動脈楔入圧（PCWp）、BNP
値について評価した。結果、当然ながらmean PAp 67.1±32.6mmHgから18.3±8.0mmHg
へ、Rp 17.2±12.7U・m2から2.41±1.2 U・m2へと有意に低下した。しかしながら、CVP、
RVEDp、PCWp、BNP値は一部低下を認めるものも、移植前後で明らかな有意差を認めな
かった。移植後の易疲労感の軽減から移植後の右室心係数増加を予測したが、移植前後で

3.9±1.0L/min/m2、3.4±0.4 L/min/m2と有意差を認めなかった。肺高血圧患者の対する肺
移植は有意に肺動脈圧と肺血管抵抗を低下させ、肺高血圧患者の右心不全症状を消失させる

が、心係数増加による症状の消失という結果には至らなかった。症状改善の機序について更

なるデータの解析と症例の蓄積が必要と考えられ、現在 サブ解析施行中である。


